
	※部局承認番号
	

	※部局承認日
	


別記様式（第１９条関係）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

東京大学第二種使用等拡散防止措置　機関確認・承認申請書　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
東京大学大学院薬学系研究科長　殿

	申請者
	分野・研究室名
	

	
	実験管理者
職・氏名
連絡先
	
TEL                  FAX
E-mail

	
	実験担当責任者
職・氏名
連絡先
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
TEL                  FAX
E-mail


遺伝子組換え生物等の第二種使用等をする間に執る拡散防止措置の確認・承認を受けたいので，次のとおり申請します。
	第二種使用等の名称
	

	第二種使用等の種類
	1. 微生物使用実験　　　　　　　　　4.　植物使用実験
2. 大量培養実験　　　　　　　　　　　　 （1）植物作成実験
3. 動物使用実験　　　　　　　　　　　　 （2）植物接種実験
（1）動物作成実験                  　（3）きのこ作成実験
（2）動物接種実験　　　　　　　 

	予定期間（５年以内）
	　   　　　　　年　　　月　から　　　　　　年　　　月まで　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   

	使用場所
	名　　　　　称
	

	
	所　　在　　地
	

	
	
	□　認証済みの施設のみ　　□　今回認証を受ける施設を含む

	第二種使用等の目的
	

	第二種使用等の概要
	

	遺伝子組換え生物等を
不活化するための措置
	

	その他参考となる事項
	

	※当該委員会が本拡散防止措置を適当と認める理由
	

	承認日
	
	委員長の氏名
	大学院薬学系研究科
教授・後藤　由季子





	遺伝子組換え生物等及び拡散防止措置の一覧表（別紙　一覧表）
[bookmark: _Hlk20046764]（ゲノム編集生物であっても外来の核酸が残存していないことが確認されていない場合は遺伝子組換え生物に該当します）

	新規
	核酸供与体
（クラス）
	供与核酸
	ベクター
	宿主等
（クラス）
	保有動植物
	拡散防止
措置区分
	備　　考

	
	



	


	
	
	
	
	

	
	



	
	
	
	
	
	

	
	



	
	
	
	
	
	

	
	



	
	
	
	
	
	



本申請で審査を必要とする遺伝子組換え生物等には、「新規」に〇又は●を記す。
遺伝子組換え生物に該当しないゲノム編集生物は、別表　該当しないゲノム編集生物一覧表に記入すること。


拡散防止措置に係る施設等の詳細（別紙　施設等）

	建物名
	
	フロア階
	

	実験室名
	
	室番号
	

	管理研究室名
	

	管理者名
	
	役職
	





	拡散防止措置に係る施設等
	拡散防止
措置（レベル）
	　

	
	位　置
（平面図）

※必要に応じて、別紙としてもよい。
	

	
	設備
	

	
	構　造
(P3のみ該当)
	


*認証済みの施設を使用する場合は、その写しを添付すること。複数の施設がある場合（隣接している場合は除く）はそれぞれ別にして作成すること。

	遺伝子組換え生物等
委員会　承認日
	
	
	

	備　考
	


注：委員会・担当事務が記載します。担当事務はその写しを申請者に返却下さい。
遺伝子組換え生物等（該当しないゲノム編集生物も含む）の特性（別紙　特性）

以下に該当する場合（ただし動物作成実験・植物作成実験を除く）に記入が必要な場所を注の番号で示します。
あまり知られていない遺伝子・新規遺伝子　：　（b）（審査に必要な程度で簡単に）
あまり知られていないベクター　　　　　　：　（c, d, e, f）
毒素遺伝子　　　　　　　　　　　　　　　：　（a, b）
大量培養実験　　　　　　　　　　　　　　：　（e）

	核酸供与体の特性　(a)
	

	供与核酸又は標的遺伝子
の特性　(b)
	

	ベクター等の特性　(c)
	

	宿主等の特性　(d)
	

	遺伝子組換え生物等の特性
（宿主等との相違を含む）
(e)
	

	遺伝子組換え生物等を保存
している動物、植物又は
細胞等の特性
(f)
	










　（　以下は、該当する場合のみ記入し、しない場合は提出しないこと。）


	
遺伝子組換え生物等に該当しないゲノム編集生物等
及び拡散防止措置の一覧表（別紙　該当しないゲノム編集生物　一覧表）

　最終的に遺伝子組換え生物等に該当しないゲノム編集生物について記載してください。ただし、外来の核酸が残存していないことが確認されていない場合は遺伝子組換え生物に該当するので、この一覧表には記載しないこと。


	新規
	入手方法
	改変した遺伝子
等の名称
	人工ヌクレ
アーゼの種類
	宿主等
（クラス）
	性質
	拡散防止
措置区分
	根　　拠*

	
	
□作出予定
□作出済み
□譲受・購入
(　　　　　　)

	

	
□CRISPR/Cas
□TALEN
□ZFN
□他
(　　　　　)

	
	
	
	

	
	
□作出予定
□作出済み
□譲受・購入
(　　　　　　)

	

	
□CRISPR/Cas
□TALEN
□ZFN
□他
(　　　　　)

	
	
	
	

	
	
□作出予定
□作出済み
□譲受・購入
(　　　　　　)

	

	
□CRISPR/Cas
□TALEN
□ZFN
□他
(　　　　　)

	
	
	
	



*　根拠：遺伝子組換え生物等に該当しないとされた根拠（移入した核酸・複製物が残存していない根拠）を記載します。（例：全ゲノムシークエンス、PCR、サザンブロッティング、タンパク質のみ移入　など）


